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TENOHASI
てのはし

地球と隣のはっぴい空間・池袋

会報誌第２８号 ２０１４年３月３１日発行

餅つきに並んだ人とお囃子 １２月３０日

越年越冬活動号

巻頭コラム １ インタビュー ② １３

越年越冬活動報告 ３ 「60すぎたらあきらめだね」

ふとんで年越しプロジェクト ７ 最近のマッサージ・鍼灸班 １５

インタビュー① ９ カンパ御礼 １８

池袋のジャムおじさん
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巻頭コラム 久しぶりに「じい」に会った。

「じい」は笑顔のかわいいじいさまで、昔よりちょっとふっくらしたから好々爺に磨きがかかっ

た。髪はますます少なくなってきたけど、まあ元気そう。歯は相変わらず、ほとんどない。

初めてであったのは、私がＴＥＮＯＨＡＳＩに関わりはじめた２００４年。彼はＴＥＮＯＨＡＳ

Ｉの炊き出しを担っていた路上生活当事者メンバーで、池袋駅東口でビッグイッシュー（路上生活

者が販売する雑誌）を売りながら生活していた。その風貌から６０代後半だと思ったら、まだ５２

だと聞いてびっくらこいた記憶がある。

その後、某区で生活保護を受けたが、いまも駅前でビッグイッシューを売っている。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ああ、かわりはないですよ。去年、調子が悪くて大腸に内視鏡入れてしらべてもらったけど、何

も見つからなかった。

ビッグイッシューの売れ行き？悪くなったね。丸一日たっていて

も発売日で１５冊、普段なら１０冊行かないもの（１冊売ると１６

０円の収入になる）。

でもほかにできることないからやってる。

だから、ビッグイッシューでの収入は、月に４万円もないね。

それだけじゃとてもやっていけないよ。

だから生活保護はずっと受けてる。

売れても収入は増えないでしょ、って？

ああ、確かにビッグイッシューの売り上げ収入が増えるとその分だけ保護費は減るよ。

いくら減るって？

何かで収入があったとき、これだけは手元に残してもいいって言う、控除っていうのがあって、

収入が増えると控除もふえるんだけどね、保護費が減らされる。まあ、４万円収入があったら、１

万５千円くらい手元に残る。残り２万５千円、保護費が減るんだ。

収入申告（保護費以外に収入があったら役所に申告する）？してるよ。

何冊売れていくらの収入になったというのを毎日きちんとノートに書いて、ケースワーカーに出

してるよ。だからケースワーカーも私のことは信用してくれてる。この前なんか、財布拾って交番

に届けたらお礼を２千円もらってね、それも収入申告に書いたらケースワーカーが「うーん」って

うなって「これはいいです」っていってくれたよ。

もう４年間おなじケースワーカーなんだ。それまでは毎年かわっていたんだけどね。私は楽なん

じゃないの？だって、家庭訪問来ないもん。ほんとは月１回行かなきゃいけないのに、「Ｏさんは

大丈夫でしょ」って。

もう６２だしね、毎日ビッグイッシュー売ってるから、ケースワーカーもほかの仕事をしろとは言

わないね。最初に某区で生活保護を受けた時はビッグイッシューなんて仕事じゃない、ほかの仕事

をしろってうるさかったけど、今のところは係長が「ビッグイッシューも立派な仕事です」ってい

ってくれる。

2014 年新年の抱負？ いや、そんなものは何もないよ。ただ、元の路上生活に戻らないようにでき

れば。。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
最
大
の
支

援
イ
ベ
ン
ト
は
越
年
越
冬
活
動
。
日

雇
い
な
ど
の
仕
事
が
途
切
れ
、
役
所

の
窓
口
も
閉
ま
り
、
寒
さ
が
本
格
的

に
な
る
年
末
年
始
は
、
も
っ
と
も
路

上
死
の
危
険
が
高
ま
る
時
期
で
す
。

そ
こ
で
年
末
年
始
の
６
日
間
、
連
続

で
炊
き
出
し
と
夜
回
り
を
行
う
の
が

越
年
越
冬
活
動
。
年
越
し
派
遣
村
で

注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
池
袋
で
は
２

０
０
０
年
頃
か
ら
続
け
て
い
る
活
動

で
す
。

活
動
内
容

（
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
の
チ
ラ
シ
参
照
）

昼
飯
・
夕
飯
の
提
供

昼
飯
は
五
目
炊
き
込
み
ご
飯
・
親

子
丼
・
肉
野
菜
炒
め
弁
当
な
ど
。
３

０
日
は
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
利

用
者
は
平
均
６
９
．
８
人
で
し
た
。

夕
食
は
本
格
カ
レ
ー
ラ
イ
ス(

大
塚

モ
ス
ク
提
供
）
・
鮭
入
り
ぶ
っ
か
け

飯
・
年
越
し
そ
ば
な
ど
。
利
用
者
は

平
均
１
４
０
．
２
人
で
し
た
。

衣
類
・
ド
リ
ン
ク
配
布

寄
付
さ
れ
た
大
量
の
冬
物
衣
類
を

配
り
ま
し
た
。
衣
類
を
求
め
て
並
ば

れ
る
方
は
毎
回
２
０
～
３
０
人
で
、

皆
さ
ん
暖
か
い
衣
服
を
手
に
し
て
笑

顔
で
し
た
。
衣
類
の
後
は
お
楽
し
み

の
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
で
一
息
。

医
療
相
談
・
生
活
相
談

今
回
は
「
ふ
と
ん
で
年
越
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
１
０
ペ
ー
ジ
参
照
）
」

が
で
き
て
、
「
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
も
や
い
」
の
ス
タ
ッ
フ
は

じ
め
と
し
て
池
袋
・
渋
谷
・
山
谷
の

支
援
団
体
が
共
同
で
医
療
相
談
・
生

活
相
談
を
行
い
、
緊
急
に
宿
泊
場
所

が
必
要
な
方
約
二
十
名
を
用
意
し
た

宿
に
保
護
し
ま
し
た
。

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

期
間
中
の
ほ
ぼ
毎
日
、
無
料
で
施

術
し
ま
し
た
。
１
２
～
１
５
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
回
り

池
袋
駅
構
内
と
東
口
・
西
口
で
寝

て
い
る
路
上
生
活
者
を
訪
ね
て
お
に

ぎ
り
や
チ
ラ
シ
・
カ
イ
ロ
・
ミ
カ
ン

な
ど
を
配
り
、
体
の
調
子
が
悪
い
方

に
は
医
師
が
薬
を
お
渡
し
し
た
り
救

急
搬
送
の
手
続
き
を
す
る
な
ど
す
る

活
動
で
す
。
前
回
ま
で
は
毎
晩
回
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
重
篤
な

病
気
を
抱
え
た
方
も
減
っ
た
の
で
隔

日
に
し
ま
し
た
。
夜
回
り
で
出
会
っ

た
方
の
数
は
平
均
６
８
．
７
人
で
し

た
。

越
年
越
冬
活
動
報
告

２
０
１
３
～
２
０
１
４

炊き出し 昼食 夜回り

12 29 晴れ 146 58 64

30 晴れ なし 100

31 晴れ 140 63 72

1 1 晴れ 125 70

2 晴れ 140 71 70

3 晴れ 150 57

平均 140，2 69,8 68.7

前回 129.2 54.5 74.6 

炊き出しに並ばれた方の数

＆夜回りで出会った人の数
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NPO法人 TENOHASI＠池 袋 この冬も～～
ほうじん いけぶくろ ふゆ

2013→2014 越年越冬活動やります
え つ ね ん え つ と う か つ ど う

期間 １２月２８日から１月３日までの７日間
き か ん つ き に ち つ き に ち に ち か ん

１２月２８日(土)
つき にち つち

東 池 袋 中 央公園で１７時から 衣類・ドリンク配布 鍼 灸 マッサージ
ひがしいけぶくろちゆうおうこうえん じ い るい はい ふ しんきゆう

１８時から 医 療 相談 生活相談
じ い りようそうだん せいかつそうだん

１９時から 配 食 (五目炊き込み飯）
じ はいしよく ご もく た こ めし

１２月２９日（日）
つき にち にち

池 袋 駅前公園で １２時半から 昼 食 配布
いけぶくろえきまえこうえん じ はん ちゆうしよくはい ふ

東 池 袋 中 央公園で１６時から 衣類・ドリンク配布 鍼 灸 マッサージ
ひがしいけぶくろちゆうおうこうえん じ い るい はい ふ しんきゆう

１７時から 医 療 相談
じ い りようそうだん

１８時から 配 食 （大塚モスクのインドカレーとチキン炊き込み飯）
じ はいしよく おおつか た こ めし

１２月３０日(月)
つき にち つき

東 池 袋 中 央公園で １２時半から もちつき １５時くらいまで
ひがしいけぶくろちゆうおうこうえん じ はん じ

＊夕 食 はありません。餅つきの最後に五目炊き込み弁当を配ります。
ゆうしよく もち さい ご ご もく た こ べんとう くば

１２月３１日(火）～１月３日
つき にち ひ つき にち

池 袋 駅前公園で １２時半から 昼 食 配布
いけぶくろえきまえこうえん じ はん ちゆうしよくはい ふ

東 池 袋 中 央公園で１６時から 衣類・ドリンク配布 鍼 灸 マッサージ
ひがしいけぶくろちゆうおうこうえん じ い るい はい ふ しんきゆう

１７時から 医 療 相談
じ い りようそうだん

１８時から 配 食 （３１日 年越しそば 他の日はぶっかけ飯）
じ はいしよく にち とし こ た にち めし

全て無料です。

す べ む り よ う

お問い合わせ 090-1611-1970 清野
と あ せ い の
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炊
き
出
し
に
並
ん
だ
人
数
は
微
増

い
つ
も
の
炊
き
出
し
に
並
ぶ
人
は

確
実
に
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
都

内
の
支
援
団
体
共
通
の
こ
と
で
、
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
越
冬
で
も
大
幅
に
人
数

が
減
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で

す
が
、
期
間
中
ず
っ
と
天
気
が
よ
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
人
数
は
逆
に
増

え
ま
し
た
。

夜
回
り
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
、
池
袋

駅
周
辺
で
野
宿
し
て
い
る
人
の
数
も

微
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
激
減
す

る
に
は
ま
だ
ま
だ
努
力
が
必
要
で
あ

る
と
言
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
数
は
１
日
平
均
約
六
十
人

で
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
普
段
忙
し
い
の
で

参
加
で
き
な
い
人
が
、
冬
休
み
を
利

用
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
る

と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
、
。
前
回
の
越
冬
で
は
そ

の
よ
う
な
方
を
無
制
限
に
受
け

入
れ
た
の
で
、
新
人
が
多
す
ぎ

て
大
混
乱
と
い
う
事
態
に
。

そ
こ
で
今
回
は
定
員
を
も
う

け
て
、
調
理
に
二
十
名
、
配
食

に
二
十
名
を
確
保
で
き
た
ら
締

め
切
っ
て
、
あ
と
は
普
段
の
炊

き
出
し
へ
の
参
加
を
お
願
い
す

る
と
い
う
方
法
を
と
り
ま
し
た
。

参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
す

い
ま
せ
ん
。
お
か
げ
さ
ま
で
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

期
間
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総

数
は
の
ベ
三
百
六
十
二
人
、
そ

の
う
ち
新
人
は
五
十
二
人
で
し

た
。
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

12月30日

餅つきと獅子舞 by「風音」

12月29日

カレーと

ビリヤニ＝鶏炊き込み飯

by 大塚モスク
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越
冬
日
誌

○
７
日
連
続
の
炊
き
出
し
？
！

１
２
月
の
第
４
週
の
炊
き
出
し
が

今
年
は
２
８
日
。
翌
日
２
９
日
か
ら

越
冬
な
の
で
、
今
年
は
７
日
連
続
の

炊
き
出
し
と
い
う
、
高
齢
化
す
る
ス

タ
ッ
フ
に
は
と
て
も
う
れ
し
く
な
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

お
ま
け
に
、
料
理
長
が
入
院
手
術

し
た
か
ら
越
冬
に
出
ら
れ
な
い
、
と

い
う
未
曾
有
の
危
機
が
。

そ
こ
で
、
な
る
べ
く
楽
に
出
来
る

よ
う
に
と
１
２
月
２
９
日
は
大
塚
モ

ス
ク
の
カ
レ
ー
と
鶏
炊
き
込
み
ご
飯

・
１
２
月
３
０
日
は
餅
つ
き
だ
け
で

夕
食
な
し
に
し
た
の
で
す
が
、
み
ん

な
手
順
が
わ
か
ら
ず
に
か
え
っ
て
大

混
乱
し
ま
し
た
と
さ
。

○
あ
り
が
と
う
「
ふ
と
ん
ｐ
」

今
ま
で
の
越
冬
で
は
毎
日
生
活
相

談
を
し
て
た
く
さ
ん
の
方
を
生
活
保

護
な
ど
の
公
的
支
援
に
つ
な
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
手

が
足
り
な
く
て
、
障
害
の
あ
る
方
が

劣
悪
な
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
寮
に
入
れ

ら
れ
て
数
日
で
失
踪
し
て
し
ま
っ
た

と
言
う
失
敗
例
が
後
を
絶
た
ず
。
も

う
越
冬
中
の
生
活
相
談
は
や
め
よ
う

と
い
う
話
ま
で
出
た
の
で
す
が
、
ぎ

り
ぎ
り
に
な
っ
て
「
ふ
と
ん
で
年
越

し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
ふ
と
ん

ｐ
）
」
が
立
ち
上
が
り
、
お
か
げ
で

お
お
く
の
方
を
ケ
ア
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
連
携
活
動
を
通
年

で
展
開
出
来
る
と
い
い
の
で
す
が
・

○
昼
食
く
ら
い
が
い
い
な
。

昼
食
の
配
布
は
明
る
い
昼
間
の
公

園
で
、
対
象
者
も
平
均
６
０
人
ほ
ど
。

こ
れ
だ
け
の
人
数
な
ら
ば
作
る
の
も

簡
単
で
す
し
、
毎
回
メ
ニ
ュ
ー
も
か

え
て
、
語
り
合
い
な
が
ら
の
ん
び
り

配
れ
ま
す
。
い
つ
も
の
炊
き
出
し
も

こ
の
く
ら
い
の
人
数
に
減
ら
な
い
か

な
。
副
都
心
・
池
袋
で
は
無
理
な
の

か
な
。
ち
な
み
に
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
の

一
番
人
気
は
親
子
丼
で
し
た
。

○
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民

年
末
に
派
遣
で
も
ら
っ
た
給
料
を

盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
男
性
。
行
き
場

が
な
く
て
「
ふ
と
ん
ｐ
」
で
確
保
し

た
宿
に
泊
ま
っ
て
も
ら
い
、
年
明
け

に
は
無
事
に
仕
事
に
戻
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
の
後
も
「
恩
返
し
し

た
い
か
ら
」
と
炊
き
出
し
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
ま
す
。

彼
の
よ
う
に
ま
じ
め
で
有
能
の
な

の
に
、
ア
パ
ー
ト
の
初
期
費
用
が
用

意
で
き
ず
に
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
暮
ら
し

の
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

片
や
空
き
部
屋
が
増
え
て
困
っ
て

い
る
大
家
さ
ん
か
ら
「
部
屋
を
使
っ

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
い
う
連
絡
も

最
近
は
増
え
ま
し
た
。
そ
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
、
大

家
さ
ん
の
多
く
が
保
証
人
を
求
め
る

こ
と
。
滞
納
な
ど
の
リ
ス
ク
を
す
べ

て
本
人
と
保
証
人
に
求
め
る
こ
の
風

土
は
ど
う
に
か
な
ら
な
い
も
の
か
。

○
残
念

２
日
の
夜
、
池
袋
駅
の
階
段
に
座

っ
て
い
た
若
い
女
性
。
ス
タ
ッ
フ
が

声
を
か
け
た
ら
「
家
が
な
い
・
風
邪

を
引
い
て
い
る
」
と
言
う
こ
と
だ
っ

た
け
れ
ど
、
生

活
相
談
ス
タ
ッ

フ
と
の
連
絡
が

う

ま

く

つ

か

ず
、
そ
の
ま
ま

い
な
く
な
っ
て

し

ま

い

ま

し

た
。
無
事
で
い

て
く
れ
れ
ば
い

い
の
で
す
が
・

・
・

１月３日 甘酒

by 立教大学大学院

２１世紀デザイン学科

石川治江ゼミ

＊今年で９回目！！

大晦日の年越しそば
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。

ふとんで年越しプロジェクト
１人でも多くの方が暖かくふとんで年を越せるよう

さまざまな団体・グループと連携し協力して、

初めての試み、

年末年始限定の「ふとんで年越しプロジェクト」を行いました。

医療班の高桑さんに報告をおねがいします。

は
じ
め
に

今
年
の
年
末
年
始
は
土
日
が
重
な

り
、
１
２
月
２
７
日
か
ら
１
月
６
日

９
時
ま
で
の
１
０
日
間
、
行
政
機
関

の
窓
口
が
閉
ま
り
ま
し
た
。

国
や
自
治
体
が
施
策
を
行
わ
な
い

状
況
に
対
応
し
、
有
志
が
集
ま
り
「
ふ

と
ん
で
年
越
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

目
的
は
２
点
。

１
人
で
も
多
く
の
方
が
暖
か
く
ふ

と
ん
で
年
を
越
せ
る
よ
う
に
シ
ェ
ル

タ
ー
を
借
り
て
運
営
す
る
こ
と
。

東
京
に
あ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
・

生
活
困
窮
者
支
援
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
・
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
協
力
し
て
、

こ
の
長
い
越
冬
活
動
を
乗
り
切
る
こ

と
、
で
す
。

連
携
団
体
と
し
て
、
の
じ
れ
ん
（
渋

谷
）
、
あ
う
ん
・
隅
田
川
医
療
相
談

会
（
山
谷
）
、
も
や
い
（
新
宿
）
、
民

医
連
、
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
生
活
相
談
会

（
四
谷
）
、
ホ
ー
ム
レ
ス
総
合
相
談

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
・
世
界
の
医
療
団
、
（
順

不
同
）
も
参
加
を
し
ま
し
た
。

な
お
医
療
班
の
活
動
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
池
袋
医
療
班
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
行
い
ま
し
た
。

活
動
内
容

医
療
・
福
祉
相
談
会

（
１
）
場
所

東
池
袋
中
央
公
園

５
回

渋
谷
神
宮
前
公
園

３
回

（
２
）
相
談
者

延
べ
人
数
：
１
１
５
名

（
男
性
１
１
５
名
、
女
性
０
名
）

（
３
）
相
談
者
の
年
齢
構
成

３
０
代

３
％

４
０
代
１
８
％

５
０
代
２
６
％

６
０
代
４
４
％

７
０
代

９
％

（
４
）
疾
患
別

上
気
道
感
染
症
４
５
％

ほ
か
に
胃
腸
炎
、
高
血
圧
症

腰
痛
、
歯
痛
、
下
痢
、
皮
膚
疾
患

糖
尿
病
、
頻
尿
、
眼
下
疾
患
な
ど

（
５
）
考
察

訓
練
さ
れ
た
医
療
・
福
祉
チ
ー
ム

の
問
診
に
よ
り
、
医
療
上
処
置
が
必

要
な
重
篤
な
疾
患
を
持
つ
人
が
多
数
、

野
宿
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
。

《
深
部
静
脈
血
栓
症
、
十
二
指
腸
潰

瘍
後
吐
血
、
心
不
全
、
肝
硬
変
、
大

動
脈
解
離
（
乖
離
）
手
術
後
、
肺
結

核
な
ど
》

上
気
道
感
染
症
の
相
談
者
が
全
体

の
４
５
％
を
占
め
る
。

《
路
上
の
過
酷
な
環
境
や
不
衛
生
な

生
活
、
そ
れ
ら
の
伴
う
免
疫
力
低
下

に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
》

６
０
歳
以
上
の
相
談
者
が
全
体
の

５
３
％
、
認
知
症
症
状
が
あ
る
人
も

い
る
。

《
路
上
生
活
者
の
高
齢
化
・
「
認
知

症
」
と
「
終
の
棲
家
」
問
題
は
、
今

後
重
要
な
課
題
に
な
る
》

精
神
障
が
い
、
身
体
障
が
い
を
有

す
る
人
も
い
た
。

歯
痛
が
相
談
者
数
全
体
の
４
％
を
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占
め
る
。

《
生
活
衛
生
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
る
》

炊
き
出
し
会
場
に
見
ら
れ
た
女
性

《
女
性
の
貧
困
問
題
の
潜
在
性
》

シ
ェ
ル
タ
ー
提
供
と
訪
問
診
療

（
１
）
シ
ェ
ル
タ
ー

池
袋
周
辺
の
ホ
テ
ル
の
部
屋
を
提

供（
２
）
利
用
者
数
：
約
２
０
名

（
３
）
相
談
者
の
傾
向

（
「
も
や
い
」
の
分
析
に
よ
る
）

①
長
期
路
上
層

《
知
的
・
精
神
障
が
い
・
依
存
症
・

認
知
症
等
の
問
題
、
行
政
機
関
へ
の

不
信
感
等
》

路
上
と
支
援
を
行
き
来
し
て
い
る
層

《
知
的
・
精
神
障
が
い
・
依
存
症
等

が
背
景
に
。
公
的
支
援
を
受
け
て
も

本
人
が
適
応
で
き
な
い
・
ま
た
は
本

人
に
適
し
た
支
援
が
提
供
さ
れ
な
い
》

不
安
定
就
労
＆
不
安
定
住
居
層

《
就
労
は
可
能
だ
が
疾
病
・
発
達
障

害
・
虐
待
歴
等
。
安
定
就
労
に
結
び

つ
か
ず
。
》

３
．
活
動
か
ら
得
た
教
訓
と
今
後
の

展
開９

日
間
の
医
療
・
福
祉
相
談
を
通

し
て
、
各
ケ
ー
ス
と
も
に
「
生
き
る

こ
と
の
困
難
さ
」
を
問
う
場
面
に
多

く
出
会
い
ま
し
た
。

経
営
者
の
都
合
で
理
不
尽
な
解
雇

に
あ
っ
た
３
０
代
男
性
、
始
め
て
の

冬
の
路
上
生
活
に
心
が
折
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
し
た
。

依
存
症
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

障
が
い
に
よ
り
、
他
者
か
ら
理
解
さ

れ
ず
孤
立
を
深
め
て
い
く
人
、
自
ら

安
定
し
た
生
活
を
壊
し
て
し
ま
う
人
。

シ
ェ
ル
タ
ー
利
用
者
の
多
く
が
複

雑
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
心
理
面

に
お
い
て
専
門
的
介
入
が
必
要
で
あ

る
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
医
療
相
談
の
支
援
活
動
は
、

福
祉
相
談
ス
タ
ッ
フ
・
各
支
援
団
体

と
連
携
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

「
風
邪
薬
を
下
さ
い
、
マ
ス
ク
を

下
さ
い
」
と
相
談
者
は
訪
れ
ま
す
が
、

そ
こ
か
ら
話
を
引
き
出
し
、
必
要
な

人
に
は
傾
聴
・
共
感
し
、
悩
み
を
共

に
考
え
て
い
け
る
専
門
的
介
入
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

必
要
な
ら
ば
他
団
体
・
機
関
に
連

携
す
る
窓
口
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。医

療
相
談
を
き
っ
か
け
に
、
問
題

を
導
き
出
し
、
生
活
改
善
に
向
け
て

の
支
援
に
繋
ぐ
、
そ
の
為
の
福
祉
支

援
で
あ
っ
た
り
、
病
院
紹
介
で
あ
っ

た
り
、
暖
か
い
温
も
り
で
あ
っ
た
り
。

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
「
生
き
る
」

為
に
寄
り
添
い
、
そ
し
て
背
中
を
そ

っ
と
押
す
役
割
を
担
う
必
要
性
を
考

え
ま
し
た
。

「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
誰
か
が
い
る
。

自
分
た
ち
を
偏
見
無
く
受
け
入
れ
て

く
れ
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
相
談
場
所

の
意
義
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
今

後
は
必
要
な
場
所
へ
柔
軟
に
出
向
く

こ
と
が
で
き
る
体
制
作
り
を
考
え
て

行
く
こ
と
も
計
画
中
で

す
。今

後
益
々
厳
し
く
な

ろ
う
路
上
生
活
者
・
生

活
困
窮
者
支
援
に
お
い

て
、
様
々
な
専
門
職
の

介
入
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
為
に
も
各
団

体
、
医
療
・
福
祉
支
援

者
、
病
院
と
の
連
携
強

化
が
今
後
の
課
題
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
そ
の
人
が
そ
の
人

ら
し
く
生
き
る
」
為
に
、

私
た
ち
は
支
援
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

医
療
班

高
桑
郁
子
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池袋のジャムおじさんに
インタビュー！！

池袋の隣・要町駅から歩いて5分ほどの住宅街にある、昭和モダンのすてきな一軒家が山田さんのお

宅です。

ここは毎週水曜日に、元路上生活当事者が集まってパンを焼く「池袋あさやけベーカリー」となり、月2

回の水曜夜は、近所の子どもたちが集まる「要町あさやけ子ども食堂」になります。そのご主人、「池袋の

ジャムおじさん」こと山田和夫さんにインタビューしました。

本
当
に
す
て
き
な
お
宅
で
す
ね
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た

ん
で
す
か
・
・
・
こ
こ
で
パ
ン
屋
を
始
め

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
５
年
ほ
ど
前
に
か
み
さ
ん
が
「
こ

ん
が
り
パ
ン
や
」
と

い
う
パ
ン
屋
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
頃
子

育
て
真
っ
最
中
で
、

夏
休
み
と
か
家
に
い

て
あ
げ
た
い
。
そ
こ

で
、
自
宅
で
天
然
酵

母
の
パ
ン
屋
を
始
め

た
ん
で
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
と

は
い
つ
か
ら
の
関
わ
り
で
し
た
っ
け

か
み
さ
ん
が
近
所
に
住
ん
で
い
る
坂

内
さ
ん
と
出
会
っ
て
、
そ
れ
か
ら
売

れ
残
っ
た
パ
ン
を
毎
週
水
曜
日
の
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
夜
回
り
で
配
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

い
つ
も
坂
内
さ
ん
が
自
転
車
で
取
り
に

行
っ
て
ま
し
た
ね
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
９
年
の
夏
に

病
気
で
か
み
さ
ん
を
な
く
し
ま
し
た
。

そ
の
か
み
さ
ん
か
ら
の
申
し
送
り
と

い
う
か
遺
言
に
「
て
の
は
し
へ
の
パ

ン
の
提
供
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
あ

っ
た
ん
で
す
。
レ
シ
ピ
付
き
で
。

で
も
、
し
ば
ら
く
は
ぼ
ー
っ
と
し

て
何
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

半
年
く
ら
い
し
て
、
何
か
忘
れ
物

し
て
る
な
・
・
・
・
あ
、
パ
ン
だ
！

っ
て
思
い
出
し
た
ん
で
す
。

２
０
１
０
年
の
１
月
か
ら
一
人
で

焼
き
始
め
ま
し
た
自
分
で
は
焼
い
た

こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
、
天
然
酵
母

は
使
わ
ず
イ
ー
ス
ト
で
。
そ
れ
を
坂

内
さ
ん
た
ち
に
取
り
に
来
て
も
ら
っ

て
夜
回
り
に
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

で
も
、
１
１
年
３
月
の
震
災
が
あ

っ
て
、
い
っ
た
ん
パ
ン
作
り
を
や
め

ま
し
た
。
落
ち
込
ん
で
。

そ
し
た
ら
、
７
月
に
坂
内
さ
ん
か

ら
電
話
が
あ
っ
て
、
「
お
手
伝
い
し

ま
す
か
ら
ま
た
お
願
い
し
ま
す
」
っ

て
言
う
ん
で
す
よ
。
「
お
手
伝
い
し

た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
」
っ
て
。

パ
ン
を
焼
き
た
い
っ
て
言
う
ん
だ
か

ら
、
若
い
女
の
子
が
た
く
さ
ん
来
る

ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
ど
う
ぞ
、
っ

て
言
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
し

た
ら
、
な
ん
だ
か
、
い
か
つ
い
の
が

た
く
さ
ん
来
て
び
っ
く
り
。
し
か
も
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何
も
紹
介
が
な
い
か
ら
、
障
が
い
手

帳
が
あ
る
と
か
、
何
も
知
ら
な
か
っ

た
。

そ
り
ゃ
あ
び
っ
く
り
で
す
ね
。
ぎ
く
し

ゃ
く
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
け
ど
ね
、

で
も
す
ぐ
な
れ
て
、
そ
れ
か
ら
は
楽

し
か
っ
た
で
す
ね
。
中
村
あ
ず
さ
さ

ん
が
「
あ
の
人
た
ち
に
順
応
し
た
早

さ
は
す
ご
い
」
と
言
っ
て
ま
し
た
。

違
和
感
が
な
か
っ
た
ん
で
す

パ
ン
作
り
で
も
、
レ
ベ
ル
が
ど
ん

ど
ん
上
が
っ
て
き
た
。
今
は
相
当
レ

ベ
ル
高
い
で
す
よ
。
カ
レ
ー
パ
ン
と

か
あ
ん
パ
ン
み
た
い
に
パ
ン
で
何
か

を
包
む
の
を
、
包
餡
っ
て
い
っ
て
、

か
な
り
難
し
い
ん
で
す
が
、
そ
れ
も

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
１
年
の
秋
、
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
集
会
が
あ
っ
て
、
こ
の
パ
ン
作

り
が
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
ど

ん
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
い
く
の

か
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
単
に
パ
ン
を
提
供
し
、
お
手
伝
い

を
受
け
入
れ
る
と
言
う
だ
け
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
当
事
者
の
デ
イ
ケ
ア
的

な
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
は
、
当

事
者
研
究
や
料
理
教
室
な
ど
東
京
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
他
の
活
動
に
も
顔
を

出
し
て
、
パ
ン
作
り
に
来
な
い
人
の

こ
と
も
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
池
袋
あ
さ
や
け
ベ
ー
カ
リ
ー
」
と
い
う

新
し
い
名
前
も
出
来
た
。

こ
の
パ
ン
屋
の
総
称
で
す
。
夜
回

り
で
配
る
以
外
で
も
、
浦
河
べ
て
る

の
家
関
係
の
「
当
事
者
研
究
」
の
集

ま
り
で
売
っ
た
り
、
毎
月
第
２
日
曜

の
「
え
ん
が
わ
市
」
（
と
し
ま
Ｎ
Ｐ

Ｏ
推
進
協
議
会
が
開
い
て
い
る
フ
リ

マ
）
で
売
っ
た
り
。

国
産
小
麦
と
種
子
島
産
の
精
製
し

て
い
な
い
砂
糖
と
か
、
材
料
に
は
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
よ
．
エ
プ
ロ
ン
・

帽
子
・
手
洗
い
な
ど
の
衛
生
管
理
も

習
慣
付
い
て
い
ま
す
。

パ
ン
は
ど
れ
も
１
つ
１
０
０
円
。

利
益
？
出
て
い
る
ん
だ
か
い
な
い
ん

だ
か
・
・
・
・

そ
れ
か
ら
子
ど
も
食
堂
に
発
展
し
た

ん
で
す
か

２
０
１
２
年
の
秋
、
か
み
さ
ん
が

や
っ
て
い
た
パ
ン
作
り
教
室
の
生
徒

だ
っ
た
栗
林
さ
ん
が
、
自
家
製
の
キ

ム
チ
も
っ
て
来
た
ん
で
す
。

「
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
も
大
事
な
ん

で
す
。
あ
な
た
も
何
か
や
り
な
さ
い

よ
」
っ
て
な
か
ん
じ
で
。

そ
う
か
あ
、
こ
の
場
を
使
っ
て
何

か
出
来
る
か
な
と
考
え
て
、
大
田
区

に
出
来
た
「
子
ど
も
食
堂
」
と
い
う

の
を
見
に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
う
ち
で
も
や
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

い
ま
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
豊
島
子
ど

も
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
三
本
柱
が
、
プ
レ
イ
パ
ー
ク

・
無
料
塾
・
子
ど
も
食
堂
で
す
。

オ
ー
プ
ン
は
い
つ
で
し
た
っ
け

１
３
年
の
３
月
２
０
日
で
す
。
そ

れ
か
ら
月
２
回
ず
つ
や
っ
て
、
１
周

年
に
な
り
ま
し
た
。
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ど
ん
な
人
が
来
る
ん
で
す
か

普
通
の
親
子
、
母
子
家
庭
の
子
、

夕
食
を
一
人
で
食
べ
て
い
る
子
、
も

し
く
は
食
べ
て
い
な
い
子
と
か
、
あ

る
い
は
母
と
子
の
二
人
で
煮
詰
ま
っ

て
い
る
家
や
、
生
活
保
護
の
人
と
か

が
来
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
が
１
５
人
く
ら
い
で
６

０
食
つ
く
り
ま
す
。
子
ど
も
と
親
、

見
学
者
が
食
べ
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ

が
食
べ
ら
れ
な
い
と
き
も
あ
れ
ば
、

や
た
ら
余
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
ス
タ
ッ
フ
を
や
っ
て
い
る

ん
で
す
か

ほ
と
ん
ど
は
近
隣
の
方
で
す
。
本

当
に
う
ち
の
お
隣
さ
ん
も
い
ま
す
。

月
１
回
、
大
阪
か
ら
来
る
人
も
い
ま

す
が
。

料
理
長
も
近
く
の
人
で
す
。
以
前
、

マ
ク
ロ
ビ
料
理
の
カ
フ
ェ
を
や
り
た

い
と
い
う
の
で
、
「
要
町
カ
フ
ェ
」

と
言
う
の
を
こ
こ
で
何
回
か
や
っ
た

ん
で
す
。
こ
の
人
な
ら
と
思
っ
て
指

名
し
ま
し
た
。

先
日
も
、
子
ど
も
二
人
連
れ
て
き

た
お
母
さ
ん
が
、
「
私
、
手
伝
い
た

い
ん
で
す
け
ど
」
・
・
・
当
事
者
も

参
加
し
た
い
ん
で
す
ね
。
一
番
楽
し

そ
う
な
の
は
ス
タ
ッ
フ
で
す
よ
。

食
材
は
ど
う
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

野
菜
は
、
埼
玉
県
三
芳
町
の
「
明

石
農
園
」
と
い
う
、
無
肥
料
自
然
栽

培
の
農
家
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
人
は
板
橋
区
の
出
身
で
、

２
０
０
２
年
の
新
規
就
農
し
た
若
い

人
な
ん
で
す
よ
。

お
米
は
送
っ
て
く
れ
る
人
が
い
て
、

魚
沼
産
や
三
重
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
っ
て
い
ま
す
。

１
階
の
リ
ビ
ン
グ
と
和
室
を
使
っ

て
み
ん
な
で
食
べ
て
、
終
わ
っ
た
ら

み
ん
な
２
階
で
遊
ん
で
ま
す
。
お
化

け
屋
敷
を
し
た
り
、
秘
密
基
地
を
作

っ
た
り
。
子
ど
も
た
ち
喜
び
ま
す
よ
。

１
月
は
パ
ン
作
り
を
お
休
み
し
た
ん
で

す
よ
ね
。

は
い
。
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
ん
で
、
１

月
は
休
ん
で
、
２
月
に
再
開

し
た
ん
で
す
が
、
再
開
当
日

は
み
ん
な
張
り
切
っ
て
た
な

ー
。
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は

自
分
の
役
割
が
よ
く
わ
か
っ

て
や
っ
て
い
る
。
Ｂ
さ
ん
は

子
ど
も
食
堂
の
終
わ
り
ま
で

い
て
、
洗
い
物
を
徹
底
的
に

や
っ
て
く
れ
る
。
Ｃ
さ
ん
は

台
所
を
ぴ
か
ぴ
か
に
し
て
く

れ
る
。
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て

ま
す
よ
。

苦
労
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

パ
ン
屋
は
う
ま
く
い
っ
て
ま
す
。

た
だ
、
午
後
１
時
作
業
開
始
な
の
で

こ
の
時
間
に
集
ま
っ
て
ほ
し
い
ん
で

す
が
、
彼
ら
時
間
で
・
・
・

始
め
な
い
と
押
せ
押
せ
に
な
る
か

ら
集
ま
ら
な
く
て
も
始
め
る
け
ど
、

１
時
に
来
い
よ
～
～

子
ど
も
食
堂
は
、
大
人
が
多
す
ぎ
。

子
ど
も
食
堂
と
い
う
単
語
に
魅
力
が

あ
る
の
か
毎
回
見
学
者
が
押
し
か
け

て
、
大
人
食
堂
み
た
い
に
な
り
ま
す
。

見
学
者
に
は
説
明
し
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
ず
っ
と
説
明
し
て
ま
す
よ
。

「
私
も
や
り
た
い
」
と
い
う
人
い
る

け
ど
、
出
来
た
と
い
う
話
は
あ
ま
り
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聞
き
ま
せ
ん
ね
。
保
健
所
の
許
可
も

必
要
だ
し
。
う
ち
は
パ
ン
菓
子
製
造

業
に
飲
食
業
を
加
え
る
だ
け
だ
っ
た

の
で
そ
ん
な
に
難
し
く
は
な
か
っ
た

ん
で
す
が
、
一
か
ら
始
め
る
の
は
大

変
で
し
ょ
う
。

ご
自
宅
を
開
放
し
て
毎
週
パ
ン
を
焼

き
、
月
２
回
子
ど
も
食
堂
を
や
る
な
ん

て
大
変
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
な
ぜ
続

け
て
い
る
ん
で
す
か

性
格
で
す
ね
。
親
譲
り
の
。
人
を

呼
ん
で
食
べ
た
り
騒
い
だ
り
す
る
の

が
お
袋
も
私
も
大
好
き
。
家
に
他
人

が
上
が
っ
て
く
る
の
が
普
通
な
ん
で

す
。か

み
さ
ん
が
な
く
な
っ
て
、
し
ば

ら
く
は
誰
か
ら
も
電
話
も
手
紙
も
来

な
い
日
々
が
あ
っ
た
ん
で
ね
、
寂
し

か
っ
た
な
あ
。
私
が
リ
タ
イ
ア
し
た

ら
二
人
で
パ
ン
屋
を
や
る
つ
も
り
だ

っ
た
か
ら
。

２
０
１
１
年
の
７
月
に
パ
ン
屋
を

始
め
て
、
１
２
年
の
６
月
に
魚
屋
・

・
・
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
に
就
職
し
ま
し
た
。

１
年
間
は
全
然
駄
目
だ
っ
た
け
ど
、

や
っ
と
包
丁
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
、
い
ま
は
楽
し
い
で
す
よ
。
２
万

円
の
ブ
リ
を
さ
ば
い
た
り
と
か
。

ず
っ
と
前
か
ら
魚
屋
さ
ん
だ
っ
た
ん
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
．
現
役
時
代
は
何

を
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か

け
ん
玉
と
か
フ
リ
ス
ビ
ー
を
作
っ

て
売
る
事
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
け
ん
玉
協
会
公
認
の
「
競
技

用
け
ん
玉
」
と
い
う
の
は
私
が
作
っ

た
ん
で
す
。
３
５
年
前
に
。
あ
れ
は

こ
け
し
を
作
る
技
術
を
応
用
し
た
ん

で
す
が
、
こ
け
し
作
り
は
群
馬
県
が

南
限
な
ん
で
す
。
群
馬
の
小
さ
な
工

場
で
作
り
始
め
ま
し
た
。
初
年
度
は

７
０
０
個
だ
っ
た
の
が
、
ピ
ー
ク
は

年
２
０
万
個
作
り
ま
し
た
ね
。
工
場

が
足
り
な
く
な
っ
て
、
か
み
さ
ん
の

実
家
の
山
形
の
こ
け
し
工
場
を
作
り

替
え
て
作
ら
せ
ま
し
た
。

そ
う
そ
う
、
自
慢
が
一
つ
あ
り
ま

し
て
ね
、
７
年
位
前
に
、
フ
ラ
ン
ス

の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
・
・
・
Ｖ
と
Ｌ
を

組
み
合
わ
せ
た
ロ
ゴ
の
・
・
・
か
ら
、

秋
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
記
念
品
の
け

ん
玉
を
作
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
向
こ
う
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
通
り

に
作
っ
た
ん
で
す
が
、
難
し
か
っ
た

ね
。
要
求
さ
れ
た
精
度
が
コ
ン
マ
５

ミ
リ
以
下
。
と
ん
で
も
な
か
っ
た
け

ど
、
い
い
記
念
で
す
。

木
で
作
る
の
に
コ
ン
マ
五
ミ
リ
で
す

か
！
．
材
料
は
何
を
使
う
ん
で
す
か
。

公
認
け
ん
玉
は
、
玉
は
サ
ク
ラ
、

本
体
は
ブ
ナ
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

ブ
ナ
は
乾
燥
す
る
と
芯
が
腐
る
の
で

建
材
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
お

も
ち
ゃ
に
し
か
使
わ
な
い
。
安
い
し
、

精
度
が
出
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
ブ

ナ
の
森
を
守
れ
っ
て
言
う
こ
と
に
な

っ
て
手
に
入
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

そ
こ
で
カ
エ
デ
に
変
え
ま
し
た
。

公
認
け
ん
玉
と
い
う
の
は
私
の
学
校
で

も
生
徒
が
よ
く
遊
ん
で
い
る
ん
で
す

が
、
ま
さ
か
山
田
さ
ん
が
作
っ
た
と

は
。
フ
リ
ス
ビ
ー
と
い
う
の
は
？

フ
リ
ス
ビ
ー
・
・
・
こ
れ
は
商
標

な
の
で
一
般
的
に
は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
っ
て
言
う
ん
で
す
が
・
・
普

通
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
デ
ィ
ス
ク
に

多
色
刷
り
の
転
写
紙
を
使
っ
て
熱
転

写
す
る
ん
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

ロ
ッ
ト
が
い
る
。
何
千
枚
と
か
作
ら

な
い
と
採
算
が
合
わ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

が
名
刺
代
わ
り
に
配
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
き

に
、
ほ
し
い
の
は
１
０
０
枚
と
か
で

し
ょ
。
そ
こ
で
、
油
を
は
じ
く
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
の
デ
ィ
ス
ク
に
、
コ
ロ
ナ

放
電
を
使
っ
て
油
性
イ
ン
ク
を
の
せ

る
方
法
を
開
発
し
ま
し
た
。
町
工
場

の
技
術
で
す
。
こ
れ
で
小
さ
い
ロ
ッ

ト
で
も
す
ぐ
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

す
ご
い
。
人
に
歴
史
あ
り
で
す
ね
え
。

で
は
、
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か

こ
れ
か
ら
で
す
か
・
・
・
た
ぶ
ん
、

何
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
か
で

ヒ
ン
ト
を
得
て
・
・
パ
ン
屋
も
変
わ

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
パ
ン
だ
け

で
な
く
て
ベ
ー
グ
ル
や
ケ
ー
キ
と
か

も
や
る
か
も
。
た
だ
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
や
バ
ゲ
ッ
ト
は
難
し
い
の
で
や
ら

な
い
か
な
。

子
ど
も
食
堂
は
沢
山
の
人
に
支
え

ら
れ
て
今
日
ま
で
来
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
い
け
れ

ば
い
い
で
す
ね
。
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生
ま
れ
？

昭
和
１
７
年
、
静
岡

生
ま
れ
。
６
人
兄
弟
の
４
番
目
。
オ

ヤ
ジ
は
兵
隊
に
と
ら
れ
て
満
州
に
８

年
。
俺
が
小
学
校
に
上
が
っ
て
か
ら

帰
っ
て
き
た
。
入
学
式
は
兄
貴
が
来

た
ん
だ
よ
。

高
校
を
卒
業
し
て
、
ラ
ジ
オ
を
作

た
り
、
本
の
セ
ー
ル
ス
し
た
り
し
て

働
い
た
け
ど
、
仕
事
が
続
か
な
い
ん

だ
な
。
何
を
や
っ
て
も
満
足
で
き
な

い
。
自
分
は
何
を
や
り
た
い
の
か
な
、

と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
歳

を
取
っ
ち
ゃ
っ
た
。

３
０
で
嫁
を
も
ら
っ
た
け
ど
、
生

活
が
苦
し
く
て
ね
。
身
体
も
弱
か
っ

た
。
胃
潰
瘍
で
３
回
手
術
し
た
。
ク

レ
ー
ン
免
許
と
ろ
う
と
し
て
も
目
が

悪
く
て
パ
ー
。
勉
強
き
ら
い
だ
か
ら

他
の
資
格
も
取
れ
な
か
っ
た
。
何
や

っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
、
人

生
あ
き
ら
め
ち
ゃ
っ
た
。
３
５
で
嫁

と
別
れ
て
、
後
は
野
と
な
れ
山
と
な

れ
。
田
舎
か
ら
東
京
に
出
て
、
電
気

工
事
や
ド
ラ
イ
バ
ー
と
か
い
ろ
い
ろ

試
し
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
ダ
メ
な
ん

だ
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
４

０
す
ぎ
た
ら
ど
こ
に
も
雇
っ
て
も
ら

え
な
く
な
っ
て
、
山
谷
や
高
田
馬
場

で
日
雇
い
仕
事
。

そ
の
頃
は
バ
ブ
ル
だ
っ
た
か
ら
、

仕
事
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
て
ね
。
結

構
稼
げ
た
。
日
雇
い
仕
事
は
辛
い
と

お
も
わ
れ
が
ち
だ
け
ど
、
そ
の
日
の

気
分
で
行
っ
て
も
行
か
な
く
て
も
自

由
だ
か
ら
。
こ
れ
が
い
つ
ま
で
も
続

く
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
気
が
つ

け
ば
よ
か
っ
た
ん
だ
。

健
康
な
人
で
日
雇
い
や
る
奴
な
ん

て
い
な
い
よ
。
み
ん
な
何
か
し
ら
欠

陥
が
あ
っ
た
。
考
え
る
力
が
弱
い
ん

だ
。
頭
の
い
い
奴
は
２
，
３
年
で
考

え
る
よ
。
日
雇
い
し
て
１
日
１
万
と

か
２
万
と
か
も
ら
っ
て
て
も
、
将
来

ど
う
な
る
だ
ろ
っ
て
。
で
も
、
そ
れ

で
満
足
し
ち
ゃ
う
ヤ
ツ
が
多
い
。

そ
れ
で
ま
あ
、
５
０
の
頃
、
バ
ブ

ル
が
弾
け
た
。
日
雇
い
仕
事
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
た
。
仕
事
も
ら
え
る

の
は
週
に
１
～
２
日
。
ド
ヤ
（
簡
易

旅
館
）
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
戸

山
公
園
に
テ
ン
ト
張
っ
て
ホ
ー
ム
レ

ス
生
活
。
１
０
人
く
ら
い
集
っ
て
助

け
合
っ
て
生
活
し
て
た
。

６

０

は

か

ら

池

袋

。

炊

き

出

し

っ

て

い

う

の

が

あ

る

の

を

初

め

て

知

っ

た

。

あ

り

が

た

い

も

ん

だ

ね

。

そ

れ

で

、

気

が

つ

い

た

ら

本
（
読
み
捨
て
ら
れ
た
雑
誌
を
集
め

て
露
天
商
に
売
る
）
や
缶
（
ア
ル
ミ

缶
を
集
め
て
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
売

る
）
と
か
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
た
。
と

り
あ
え
ず
喰
っ
て
飲
む
だ
け
は
稼
げ

た
よ
。

そ
れ
が
さ
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

で
缶
１
キ
ロ
２
０
０
円
が
５
０
円
に

暴
落
。
雑
誌
も
発
売
当
日
で
な
い
と

売
れ
な
く
な
っ
た
。

福
祉
（
生
活
保
護
）
も
ら
っ
て
ホ

ー
ム
レ
ス
や
め
る
奴
も
出
て
き
た
。

俺
は
管
理
さ
れ
る
の
は
嫌
だ
か
ら
も

ら
い
た
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
や

っ
ぱ
り
自
由
が
い
い
よ
。
お
上
の
お

世
話
に
は
な
り
た
く
な
い
。

で
も
、
体
が
も
た
な
く
な
っ
た
と

き
に
は
役
所
に
頼
ん
で
福
祉
も
ら
う

よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。

最
初
は
６
５
の
時
だ
っ
た
か
な
。

蜂
窩
織
炎
（
ほ
う
か
し
き
え
ん
＝
細

菌
で
炎
症
を
起
こ
し
手
足
が
ふ
く
れ

あ
が
る
病
気
。
路
上
生
活
者
に
多
い
）

で
歩
け
な
く
な
っ
た
ん
だ
。
上
野
の

Ｓ
Ｓ
か
ら
千
葉
の
施
設
に
入
っ
た
。

二
人
部
屋
だ
っ
た
よ
。
大
の
男
が
四

ホ
ー
ム
レ
ス
暦
２
０
年
の
Ａ
さ
ん
。

生
活
保
護
を
う
け
て
も
や
っ
ぱ
り
ま
た
路
上
に
戻
っ
て
し
ま
う
「
強
者
」
で
す
。

ど
う
し
て
ま
た
路
上
に
？

直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

＊
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
一
部
を
変
え
て
い
ま
す
。
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畳
半
に
二
人
で
い
て
日
が
な
テ
レ
ビ

見
て
る
ん
だ
よ
。
食
事
は
料
理
で
き

る
奴
に
作
ら
せ
て
、
散
髪
で
き
る
奴

に
頭
刈
ら
せ
る
ん
だ
。
１
ヶ
月
で
嫌

に
な
っ
た
ね
。
病
気
が
治
っ
て
３
ヶ

月
で
出
て
き
た
。

病
気
じ
ゃ
な
け
れ
ば
寒
く
て
も
食

え
な
く
て
も
何
と
か
な
る
も
ん
だ
。

そ
ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
。

そ
し
た
ら
坂
内
さ
ん
に
、
生
活
保

護
で
ア
パ
ー
ト
の
個
室
に
入
れ
る
っ

て
言
わ
れ
て
、
行
っ
た
ん
だ
。
ク
ー

ラ
ー
も
洗
濯
機
も
あ
っ
て
い
い
部
屋

だ
っ
た
よ
。
で
も
壁
が
薄
く
て
、
と

な
り
の
音
が
筒
抜
け
だ
。
そ
れ
と
、

友
達
が
来
て
飲
ん
で
騒
い
で
ね
、
い

ら
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
？

ま
た
池
袋
で
ホ
ー

ム
レ
ス
し
て
た
よ
。
夜
は
駅
の
地
下

で
寝
て
。
１
時
に
終
電
が
で
る
と
駅

を
追
い
出
さ
れ
る
か
ら
、
夜
じ
ゅ
う

歩
い
て
公
園
巡
り
。
そ
う
し
て
る
と

仲
間
に
会
う
ん
だ
。
炊
き
出
し
い
っ

て
パ
ン
と
か
も
ら
っ
て
き
た
や
つ
と

か
、
回
転
寿
司
の
売
れ
残
り
を
も
ら

っ
て
き
た
や
つ
と
か
、
そ
う
い
う
を

分
け
て
く
れ
る
。
酒
お
ご
っ
て
く
れ

た
り
も
す
る
。
み
ん
な
寂
し
い
か
ら

仲
間
が
ほ
し
い
ん
だ
。
話
し
相
手
い

な
い
し
。
福
祉
受
け
た
奴
が
仲
間
ほ

し
く
て
公
園
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
。
俺
も
、
た
ま
に
千
円

で
も
入
っ
た
ら
鬼
ご
ろ
し
（
１
０
０

円
の
紙
パ
ッ
ク
日
本
酒
）
買
っ
て
み

ん
な
に
分
け
る
よ
。

で
、
朝
４
時
に
な
っ
た
ら
駅
が
開

く
か
ら
段
ボ
ー
ル
敷
い
て
寝
る
。
で

も
７
時
に
な
る
と
ガ
ー
ド
マ
ン
が
回

っ
て
き
て
「
移
動
し
て
下
さ
い
。
掃

除
の
時
間
で
す
」
。
そ
の
後
は
１
時

間
ご
と
に
ガ
ー
ド
マ
ン
が
や
っ
て
き

て
、
寝
て
る
と
追
い
出
さ
れ
る
。

ホ
ー
ム
レ
ス
も
５
年
と
か
１
０
年

や
っ
た
ら
慣
れ
ち
ゃ
う
。
嫌
な
奴
は

１
ヶ
月
で
や
め
る
よ
。
で
も
３
ヶ
月

や
っ
た
ら
ど
う
に
か
慣
れ
る
も
ん
さ
。

風
呂
？
教
会
と
か
、
支
援
団
体
の

シ
ャ
ワ
ー
が
週
１
回
く
ら
い
は
使
え

る
。
服
は
炊
き
出
し
で
も
ら
う
ん
だ
。

下
着
や
靴
と
か
も
あ
る
よ

飯
は
、
教
会
の
炊
き
出
し
が
多
い

な
。
山
谷
か
ら
千
住
・
池
袋
や
渋
谷

ま
で
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
あ
る
。
や
る

日
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
炊
き
出

し
巡
り
す
る
ん
だ
。
で
も
７
０
す
ぎ

た
ら
体
力
落
ち
た
な
。

で
も
ね
、
今
の
方
が
よ
っ
ぱ
ど
健

康
な
ん
だ
。
小
学
校
の
頃
は
扁
桃
腺

で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
休
ん
で
た
し
、
若

い
頃
は
胃
潰
瘍
。
い
ま
が
一
番
健
康

か
も
。

６
０
す
ぎ
た
ら
、
あ
き
ら
め
だ
ね
。

も
う
ど
う
に
も
こ
う
に
も
立
ち
上
が

れ
な
い
っ
て
感
じ
。

酒
？
飲
む
よ
。
で
も
好
き
で
飲
ん

で
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
忘
れ
た
い

ん
だ
。
飲
ん
で
る
奴
や
み
ん
な
そ
う

じ
ゃ
な
い
か
な
。
考
え

て
た
ら
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に

な
っ
て
首
つ
り
す
る
よ

う
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

お
れ
さ
、
福
祉
受
け

る
よ
う
な
人
間
が
で
き

た
原
因
を
調
べ
よ
う
と

思
う
ん
だ
。
ホ
ー
ム
レ

ス
に
な
る
よ
う
な
原
因
。

や
っ
ぱ
り
貧
乏
な
家
の

奴
が
多
い
よ
。
親
が
し

っ
か
り
し
て
な
い
。
ち

ゃ
ん
と
育
て
て
な
い
ね
。

オ
ヤ
ジ
に
虐
待
を
受
け

て
、
親
を
恨
ん
で
た
り
。

そ
う
い
う
の
が
犯
罪
者

に
な
っ
た
り
す
る
。

社
会
に
言
い
た
い
こ

と
？
あ
る
弁
護
士
が
言

っ
て
た
ん
だ
。
東
京
は

こ
れ
以
上
イ
ン
フ
ラ
は
い
ら
な
い
。

福
祉
や
医
療
・
防
災
に
使
う
べ
き
だ

っ
て
。
俺
も
そ
う
思
う
よ
。
お
金
は

使
い
方
で
し
ょ
。
美
濃
部
さ
ん
（
元

都
知
事
）
の
頃
は
よ
か
っ
た
な
。
開

発
は
も
う
い
い
と
思
う
。
自
殺
者
が

３
万
人
も
い
る
ん
だ
よ
。
弱
い
人
が

生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い

ね
。
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橋
本
善
博

路
上
生
活
を
し
て
い
る
方
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
通
じ
て
沢
山
出
会
い
が
あ

っ
た
。
印
象
と
し
て
全
く
変
わ
ら
な

い
近
所
の
お
じ
さ
ん
た
ち
、
知
識
、

技
能
も
あ
り
見
識
も
あ
る
人
が
多
か

っ
た
。
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
、
解
雇
、

怪
我
、
病
気
等
、
社
会
か
ら
外
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
誰
に
で
も
起
こ
る
こ

と
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
長
い
み
ち

の
り
を
生
き
る
た
め
に
歩
い
て
配
食

を
受
け
に
く
る
。
そ
ん
な
方
達
の
疲

れ
た
足
腰
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
し
、

「
軽
く
な
っ
た
よ
」
と
笑
顔
で
か
え

さ
れ
る
。
帰
り
際
に
「
ま
た
頼
む
ね
。
」

わ
た
し
も
、
「
来
て
く
れ
て
こ
ち
ら

こ
そ
あ
り
が
と
う
。
」
と
笑
顔
に
な

り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
の
半
数
は

何
等
か
障
害
を
抱
え
、
さ
ら
に
年
齢

を
重
ね
て
い
る
の
を
多
く
見
か
け
ま

す
。
障
害
は
軽
度
で
も
作
業
は
つ
ら

そ
う
な
、
現
在
の
福
祉
の
隙
間
に
ハ

マ
っ
て
援
助
が
受
け
に
く
い
悲
し
い

感
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
て
の
は

し
の
活
動
に
参
加
し
て
僅
か
で
も
お

役
に
た
て
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

橋
本
邦
恵

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
２
年

半
、
私
の
目
は
ほ
ぼ
全
盲
で
す
。
毎

回
、
横
須
賀
の
自
宅
か
ら
沢
山
の
人

達
に
手
助
け
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

公
園
に
辿
り
着
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
の
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
し
て
い
た
だ
い
て
、
何
だ

か
な
ぁ(

苦
笑)

と
、
思
い
な
が
ら
も

今
、
私
の
手
を
引
い
て
く
れ
て
い
る

人
は
間
接
的
に
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ

に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
！
こ

れ
ぞ
手
の
橋
！
な
ぁ
～
ん
て
思
い
な

が
ら
感
謝
の
心
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

て
い
ま
す
。
路
上
生
活
の
人
達
は
博

学
な
方
が
多
く
、
常
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。
自
分
み
た
い
な
人
間
に
食
事

ど
こ
ろ
か
マ
ッ
サ
ー
ジ
ま
で
し
て
も

ら
え
る
な
ん
て
、
涙
が
出
る
ほ
ど
う

れ
し
い
よ
。
俺
み
た
い
な
人
間
に
、

い
や
が
ら
ず
に
触
れ
て
く
れ
る
の
が

す
ご
く
う
れ
し
い
よ
。
と
言
わ
れ
、

い
や
じ
ゃ
あ
な
い
よ
ー
！
と
セ
ク
ハ

ラ
そ
っ
ち
の
け
で
抱
き
つ
い
て
し
ま

う
事
も
し
ば
し
ば
。
公
園
で
皆
様
に

お
会
い
出
来
る
の
が
私
に
と
っ
て
最

高
の
幸
せ
で
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
待

っ
て
い
る
人
が
い
る
か
ぎ
り
私
は
公

園
に
行
き
続
け
ま
す
。

加
藤
正
毅

公
園
の
奥
で
夕
方
５
時
か
ら
７
時

ま
で
炊
き
出
し
に
来
た
人
に
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
一
人

で
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
２
，
３

人
で
や
っ
て
い
ま
す
。
足
が
痛
い
、

腰
が
痛
い
、
背
中
が
痛
い
、
肩
が
凝

る
、
と
い
う
人
を
２
、
３
０
分
の
施

術
で
ど
こ
ま
で
改
善
で
き
る
か
、
毎

回
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
数
年
続
い
て

い
ま
す
が
、
私
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

と
あ
れ
こ
れ
話
し
を
す
る
の
が
楽
し

く
て
続
け
て
い
ま
す
。

刑
務
所
を
出
て
き
た
ば
か
り
だ
、

と
言
う
人
も
い
て
少
し
驚
き
ま
し
た

が
、
持
ち
前
の
好
奇
心
で
会
話
し
、

あ
ま
り
聞
け
な
い
話
を
聞
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
依
存
症
の
人
に
も
出

会
い
、
私
の
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

話
を
聞
き
、
少
し
視
野
が
広
く
な
り

ま
し
た
。
最
近
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
ぎ
り
ぎ

り
の
よ
う
に
見
え
る
人
に
も
出
会
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
年
の
越
冬
の
と
き
、
見
る
か

ら
に
疲
労
困
憊
し
た
中
年
夫
婦
が
毎

日
来
ま
し
た
。
２
，
３
年
後
、
そ
の

男
性
が
き
ち
ん
と
し
た
身
な
り
で
、

晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
で
現
れ
、
「
あ

の
時
は
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ア
パ
ー
ト
住
ま
い

最
近
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
班

＆

鍼

灸

班

来てくれてありがとう

マッサージ班

橋本善博

橋本邦恵

加藤正毅
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を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
見

違
え
る
よ
う
に
元
気
な
姿
を
見
て
、

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私

だ
け
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
路

上
で
絶
望
し
て
い
る
人
に
希
望
を
与

え
る
こ
と
に
一
役
買
う
こ
と
が
で
き

た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
い
ま
し

た
。ま

た
、
２
，
３
年
前
か
ら
毎
回
の

よ
う
に
利
用
す
る
人
が
い
ま
す
。
フ

ケ
だ
ら
け
の
頭
、
シ
ミ
だ
ら
け
の
服

装
の
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

半
年
く
ら
い
前
か
ら
急
に
顔
つ
き
が

変
わ
り
、
服
装
も
き
ち
ん
と
し
て
別

人
か
と
思
い
ま
し
た
。
炊
き
出
し
の

世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
何
か
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
い
、
あ
る
慈
善
団

体
の
炊
き
出
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
た
そ
う
で
す
。
そ
の
団
体
で
生

き
方
を
変
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
人
も
変
わ
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

会
話
し
な
が
ら
施
術
す
る
マ
ッ
サ

ー
ジ
は
、
体
と
心
、
両
方
と
も
プ
ラ

ス
の
方
向
に
変
え
る
可
能
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
体
と
心
、
同
時
に
ほ
ぐ

し
た
ら
双
方
に
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

し
か
し
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少

し
で
も
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
向
上

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

癒されている自分に気づく

鍼灸班 嶋田 恭子

私
が
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
公
園

で
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら

1

年
と
少
し
経
ち
ま
し
た
。

炊
き
出
し
班
の
奥
に
、
私
の
参
加
す

る
鍼
灸
班
の
テ
ン
ト
が
張
っ
て
あ
り

ま
す
。
私
は
鍼
灸
専
門
学
校
の
も
う

す
ぐ
３
年
生
で
、
ま
だ
鍼
灸
師
の
資

格
を
持
た
な
い
の
で
受
付
係
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

途
上
国
へ
の
旅
行
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青

年
海
外
協
力
隊
で
の
滞
在
な
ど
の
経

験
か
ら
、
人
々
の
シ
ン
プ
ル
な
暮
ら

し
ぶ
り
に
影
響
を
受
け
、
人
間
が
生

き
て
い
く
う
え
で
必
要
な
こ
と
、
大

切
な
こ
と
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
と
い

っ
た
こ
と
を
漠
然
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
の
３
．

１
１
。
自
然
の
威
力
の
前
で
の
文
明

社
会
の
も
ろ
さ
、
人
間
の
無
力
さ
、

そ
し
て
自
分
は
何
を
す
べ
き
か
？
私

も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
助
産
師
と
し
て
自
然
分

娩
に
た
ず
さ
わ
り
、
自
然
治
癒
力
を

引
き
だ
す
東
洋
医
学
的
な
考
え
方
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
東
洋
医

学
的
な
視
点
で
身
体
を
み
て
、
鍼(

は

り)

と
お
灸
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
方
法

で
病
を
癒
す
、
そ
の
技
を
自
分
も
身

に
つ
け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

専
門
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
鍼
灸

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
り
た
く
て

ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
ち
ら
の
活
動
に
め
ぐ
り
合
っ
た
わ

け
で
す
。

海
外
で
物
乞
い
の
人
た
ち
に
は
接

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本

の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
こ
と
は
全
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
と
は
関
わ

り
の
な
い
世
界
だ
っ
た
の
で
、
ど
ん

な
人
た
ち
な
の
か
興
味
は
あ
り
ま
し

た
。
活
動
に
参
加
し
話
を
し
て
み
て
、

公
園
、
ビ
ル
、
駅
な
ど
か
ら
追
い
出

さ
れ
る
、
ゆ
っ
く
り
眠
れ
な
い
、
夜

じ
ゅ
う
歩
き
回
る
、
と
か
信
じ
ら
れ

な
い
こ
と
ば
か
り
聞
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
気
の
い
い
普
通
の
お
じ
さ
ん

た
ち
で
し
た
が
、
ど
こ
か
寂
し
そ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
日
雇
い
労
働
、
建

築
現
場
、
工
事
現
場
、
い
つ
も
陰
で

日
本
の
発
展
を
支
え
て
き
た
人
た
ち
。

精
い
っ
ぱ
い
に
働
き
、
生
き
て
き
た

人
た
ち
。
生
育
歴
、
教
育
、
家
族
と

の
関
係
、
知
的
障
害
、
発
達
障
害
な

ど
様
々
な
背
景
を
抱
え
、
怠
け
て
い

る
と
か
、
努
力
が
足
り
な
い
、
な
ん

て
言
葉
で
片
付
け
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
自
分
に
は
雨
風
を
し
の
ぐ

家
が
、
ゆ
っ
く
り
眠
れ
る
布
団
が
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご
せ

る
空
間
が
、
公
園
か
ら
帰
れ
ば
待
っ

て
い
る
。
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
と
同



時
に
、
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と
い

う
弁
解
を
し
て
家
路
に
就
く
自
分
が

い
ま
す
。

第
２
・
第
４
土
曜
の
夕
方
、
東
池

袋
に
あ
る
石
崎
先
生
の
鍼
灸
院
か
ら

テ
ン
ト
や
簡
易
ベ
ッ
ド
、
イ
ス
な
ど

の
道
具
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
で
運
び

ま
す
。
今
で
は
毎
回
Ｓ
君
が
手
伝
い

に
来
て
く
れ
る
の
で
大
変
助
か
っ
て

い
ま
す
。
公
園
に
到
着
し
、
テ
ン
ト

を
組
み
立
て
は
じ
め
る
と
周
り
の
人

た
ち
が
手
を
貸
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
う
ち
治
療
を
受
け
に
来
た
方
も
顔

を
見
せ
る
の
で
、
カ
ル
テ
を
準
備
し

て
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
治
療
開
始

を
待
ち
ま
す
。

治
療
を
受
け
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

は
、
腰
痛
、
首
肩
痛
、
下
肢
の
痛
み
、

し
び
れ
、
冷
え
、
む
く
み
、
耳
鳴
り
、

風
邪
、
疲
労
感
、
糖
尿
病
な
ど
内
科

的
疾
患
、
養
生
の
た
め
、
う
つ
な
ど

の
精
神
心
理
的
症
状
を
か
か
え
る
方

な
ど
様
々
で
す
。
厳
し
い
環
境
で
生

活
し
、
ご
自
分
の
身
体
の
異
変
に
注

意
を
向
け
る
余
裕
も
な
い
の
で
し
ょ

う
、
症
状
が
ひ
ど
く
な
る
ま
で
我
慢

し
て
い
た
り
、
放
置
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
常
連
さ

ん
が
多
い
で
す
が
、
数
か
月
～
数
年

経
っ
て
ふ
ら
っ
と
や
っ
て
来
る
方
も

多
い
で
す
。
し
ば
ら
く
見
か
け
て
い

な
い
と
、
「
最
近
来
て
な
い
け
ど
何

か
あ
っ
た
か
な
？
元
気
で
来
な
い
の

な
ら
い
い
け
ど
。
」
と
気
に
な
り
ま

す
ね
。

治
療
で
は
、
脈
診
と
お
腹
や
皮
膚

の
状
態
な
ど
を
み
て
、
身
体
の
特
徴

や
タ
イ
プ
を
見
極
め
、
そ
れ
に
合
っ

た
や
り
方
で
、
そ
の
人
の
持
つ
治
ろ

う
と
す
る
力
を
引
き
出
す
よ
う
な
治

療
を
し
ま
す
。
ご
希
望
に
よ
り
お
灸

の
み
、
鍼
の
み
の
治
療
も
可
能
で
す
。

鍼
は
痛
い
ん
で
し
ょ
、
お
灸
で
火
傷

す
る
の
で
は
？
と
い
う
こ
と
が
多
く

の
方
々
の
持
つ
心
配
で
し
ょ
う
。
材

料
も
や
り
方
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
心
配
は
ご
無
用
で
す
。

約
３
０
分
間
の
治
療
を
終
え
て
テ

ン
ト
か
ら
出
て
き
た
方
た
ち
の
、
ほ

っ
こ
り
し
た
お
風
呂
上
り
の
よ
う
な

表
情
を
見
る
こ
と
は
、
い
つ
も
私
が

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
で

す
。私

自
身
も
鍼
灸
に
助
け
ら
れ
た
体

験
が
あ
り
好
き
で
す
し
、
身
体
に
優

し
い
療
法
な
の
で
、
多
く
の
人
に
知

っ
て
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

テ
ン
ト
の
近
く
を
通
る
方
々
に
は
、

「
こ
ん
ば
ん
は
～
」
と
な
る
べ
く
声

を
掛
け
る
よ
う
に
し
、
初
め
て
の
方

で
も
立
ち
寄
り
や
す
い
雰
囲
気
で
あ

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
も
し

不
調
が
出
た
と
き
に
、
は
り
灸
で
も

や
っ
て
み
よ
う
か
・
・
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

食
事
や
薬
、
衣
類
を
求
め
て
公
園

に
来
ら
れ
る
方
々
も
、
人
と
接
す
る

こ
と
、
顔
を
合
わ
せ
言
葉
を
交
わ
し
、

触
れ
あ
う
こ
と
を
欲
し
て
い
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
鍼
灸
は

受
け
な
い
け
れ
ど
寄
っ
て
お
し
ゃ
べ

り
し
て
い
く
方
も
歓
迎
で
す
し
、
症

状
を
聞
き
な
が
ら
具
合
の
悪
い
と
こ

ろ
を
見
せ
て
も
ら
い
、
触
れ
て
確
認

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

“
ま
た
次
も
待
っ
て
い
ま
す
よ
～
”
、

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

誰
か
が
自
分
に
関
心
を
持
っ
て
く

れ
て
い
る
、
存
在
価
値
を
認
め
て
く

れ
る
、
と
思
え
る
こ
と
は
大
切
で
す

よ
ね
。
あ
る
時
、
気
付
い
た
ん

で
す
。
月
に
２
回
こ
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
は
、
私
自
身
の

楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
と
。
公

園
に
来
て
い
る
人
た
ち
っ
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
囚
わ
れ
な
い

自
由
人
が
多
い
で
す
よ
ね
、
私

も
そ
う
い
う
類
の
人
間
な
の
で

と
て
も
居
心
地
が
良
く
、
楽
し

い
か
ら
続
け
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い

こ
と
を
し
て
い
た
り
も
す
る
け

れ
ど
、
一
生
懸
命
に
生
き
、
素
直
で

憎
め
な
い
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
接

し
て
い
る
と
自
分
も
素
直
に
な
れ
る
。

自
分
が
楽
し
い
か
ら
、
癒
さ
れ
る
か

ら
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
み
な
さ
ん

と
、
こ
の
活
動
の
機
会
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
そ
れ
に
、
同
じ
意
志
を
持

っ
て
集
ま
っ
て
い
る
鍼
灸
班
の
メ
ン

バ
ー
と
の
交
流
や
情
報
交
換
も
毎
回

楽
し
み
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
み
な
さ
ま
、
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！
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はっぴいめーかー大募集
□ ボランティア募集

○生活応援活動 主に平日の日中

生活保護申請の同行・入院者へのお見舞いなど

○炊き出し 毎月第2/第4土曜日

調理班（＊文京区のお寺集合） １１：００～１８:００

非公開ですのでメールや電話でお問い合わせ下さい

公園班（東池袋中央公園集合） １６：４０～１９：３０ごろ

＊４月から時間が変更になりました。ご注意下さい。

鍼灸・マッサージ １６：００～１８：００

医療相談 生活福祉相談 １７：００～１８：３０

ほっと友の会（お茶会・第4土曜日のみ）１７：００～１８：００

○おにぎり配布と夜回り

毎週水曜日（池袋駅前公園集合） ２１：３０～２２：３０

TENOHASIのボランティアはアポなし・参加できる時間だけ・１回だけでもＯＫです。

□ 活動資金カンパをおねがいします！！

郵便振替 00190-8-259686 特定非営利活動法人ＴＥＮＯＨＡＳＩ

振込 ゆうちょ銀行 ０１９(ｾﾞﾛｲﾁｷｭｳ)支店 当座 259686 トクヒ）テノハシ

□ 物資カンパも大募集中！！

衣類（これからは春夏物を。スーツと女性ものは不要）・靴・毛布・カミソリなど

食材（缶詰・レトルト食品など）

【送り先】〒177-0045 練馬区石神井台6-1-28 清野賢司 TEL090-1611-1970

(夜間指定でお願いします)

お問い合わせは

メール：TENOHASIのホームページの「お問い合わせ」から

電 話：090-1611-1970(事務局長 清野賢司 平日は18時以降）

特定非営利活動法人TENOHASI 発送元：TENOHASI事務局

会報第２８号 〒177-0045

2014/3/31発行 練馬区石神井台6-1-28 清野方

ＮＰＯ法人ＴＥＮＯＨＡＳＩ

□ホームページ http://tenohasi.org/ TEL 090-1611-1970

□メール tenohasi@yahoo.co.jp (事務局長 清野賢司）
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